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議会だより　129 号議会だより　129 号

予　

算

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
７
号
）

　

３
３
８
９
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
60
億
６
９
０
６
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
対
策
費
負
担
金

　

 

４
３
３
万
円

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

　

付
金
給
付
事
業
費
補
助
金

 

２
８
１
０
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

　

接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

　

 

２
４
７
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
基
盤

　

安
定
拠
出
金　

 

▲
１
１
５
万
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

 

４
７
０
８
万
円

２

　第４回定例会が１２月１５日から１６日の間

で開催され、議案１０件、意見書２件の審議を

行い、いずれも原案のとおり可決しました。

第４回定例会

審 

議 

し 

た 

議 

案

・審議した議案①　

 

高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格
高
騰
対
策
（
福
祉
灯
油
）
に
４
８
０
万
円

 

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
（
１
回
目
）
に
２
８
１
０
万
円
を
補
正

◎
高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格

　

高
騰
対
策
扶
助
費

（
福
祉
灯
油
）

【
質
問
】
福
祉
灯
油
の
給
付
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
は
な
い
の
か
。

【
答
弁
】
対
象
と
な
る
世
帯
は
、

生
活
保
護
世
帯
及
び
町
民
税
非
課

税
世
帯
と
し
て
い
ま
す
。

◎
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

　

給
付
金

【
質
問
】
本
給
付
金
に
つ
い
て
は
、

収
入
認
定
は
さ
れ
な
い
の
か
。

　

ま
た
、
今
回
の
補
正
は
１
回
目

の
現
金
給
付
分
（
５
万
円
）
だ
が
、

２
回
目
の
給
付
も
現
金
な
の
か
、

ま
た
は
商
品
券
（
ク
ー
ポ
ン
）
な

の
か
。

３

　・審議した議案②　

第４回定例会

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　
 

・
次
世
代
農
業
促
進
生
産
基
盤
整

　

備
特
別
対
策
事
業
補
助
金

５
４
８
万
円

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

▲
２
億
２
０
６
３
万
円

・
備
荒
基
金
超
過
納
付
金
繰
入
金

▲
３
０
１
９
万
円

・
前
年
度
繰
越
金１

億
９
６
６
４
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

　

協
議
会
負
担
金    

１
０
５
万
円

・
職
員
住
宅
改
修
工
事

２
２
２
万
円

・
高
齢
者
等
石
油
製
品
価
格
高
騰

　

対
策
扶
助
費　
　

４
８
０
万
円

・
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

　

付
金 　
　
　
　

２
８
１
０
万
円

・
予
防
接
種
委
託
料 
５
９
０
万
円

・
佐
呂
間
町
新
成
人
特
別
応
援
金

１
１
１
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

▲
３
９
２
万
円

・
公
共
下
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

▲
９
５
７
万
円

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計

　

繰
出
金　
　

▲
１
１
８
２
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出

　

金　
　
　
　
　

 

▲
３
０
６
万
円

■
令
和
３
年
度
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

25
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
の

総
額
が
８
億
３
３
２
７
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
公
共
下
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
７
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
９
５
１
６
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

３
２
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
５
億
３
３
７
９
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　

 

２
８
８
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

給
付
費   　
　

   

１
５
６
万
円

【
答
弁
】
昨
日
の
政
府
の
見
解
で

は
、
一
括
10
万
円
を
年
内
に
給

付
す
る
の
も
可
能
で
あ
る
と
か
、

ク
ー
ポ
ン
で
は
な
く
現
金
で
も
良

い
と
か
、
９
６
０
万
円
の
所
得
制

限
を
超
え
て
い
て
も
給
付
し
て
良

い
と
、
た
だ
し
、
そ
の
分
に
つ
い

て
は
各
自
治
体
の
負
担
と
な
る
と

■
令
和
３
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
１
５
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
２
億
６
８
２
０
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

■
令
和
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

６
２
７
万
円
が
減
額
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
９
１
５
１
万
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
現
年
度
分
特
別
徴
収
保
険
料

▲
１
９
８
万
円

・
現
年
度
分
普
通
徴
収
保
険
料

▲
２
１
６
万
円

・
事
務
費
繰
入
金 

▲
１
５
３
万
円

・
保
険
基
盤
安
定
繰
入
金

▲
１
５
４
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
保
険

　

料
等
負
担
金 　

▲
６
２
７
万
円

い
っ
た
内
容
で
し
た
が
、
現
在
の

町
と
し
て
の
考
え
は
、
１
回
目
は

年
内
に
現
金
５
万
円
を
給
付
し
、

２
回
目
も
年
明
け
４
月
ま
で
に

５
万
円
を
現
金
で
給
付
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
国
が
示
す

９
６
０
万
円
の
所
得
制
限
を
基
準

と
し
て
お
り
、
制
限
無
く
18
歳
以

下
全
員
に
給
付
す
る
と
い
っ
た
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
予
防
接
種
委
託
料

【
質
問
】
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
今
ま
で

と
同
様
に
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま

に
て
実
施
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
に

要
請
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
実

施
方
法
等
を
整
理
し
た
上
で
、
近

日
中
に
年
内
最
終
打
ち
合
わ
せ
を

す
る
予
定
で
す
。

　

冬
期
間
の
接
種
と
な
り
、
体
制

的
に
は
本
年
５
月
以
降
に
実
施
し

た
集
団
接
種
と
い
う
形
が
妥
当
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
個
別

接
種
等
も
含
め
、
病
院
側
と
調
整

し
て
い
る
段
階
で
す
。

【
質
問
】
新
型
コ
ロ
ナ
の
陰
性
証
明

が
必
要
な
場
合
、
自
己
負
担
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
は
受
け
ら
れ
る
が
高
額

な
た
め
、
抗
原
検
査
な
ど
簡
易
的

な
検
査
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
ろ
ま
に

て
実
施
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
１
検
体

２
万
７
５
０
０
円
の
費
用
が
か
か

り
、
抗
体
検
査
は
５
５
０
０
円
で

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
抗
原
検
査

に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
。

そ
の
他

■
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

　

及
び
字
の
区
域
の
変
更

　

浜
佐
呂
間
漁
港
の
施
設
用
地
造

成
を
目
的
と
し
た
公
有
水
面
埋
立

工
事
の
竣
工
に
伴
い
、
次
の
と
お

り
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
及

び
北
海
道
知
事
へ
の
届
出
を
し
、

字
の
区
域
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

①
字
の
名
称　
　

  

字
浜
佐
呂
間

②
変
更
す
る
字
の
区
域

・
編
入
す
る
公
有
水
面
埋
立
地

　

浜
佐
呂
間
８
６
０
番
地
、
浜
佐

　

呂
間
８
６
１
番
地
先
の
公
有
水

　

面
埋
立
地

・
編
入
面
積　
　
　

 　

98
・
36
㎡

条　

例

■
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　

改
正

　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
の

産
科
医
療
保
障
制
度
の
見
直
し

に
伴
い
、
当
該
制
度
の
掛
け
金
が

１
万
６
千
円
か
ら
１
万
２
千
円
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
が
、
出
産
育

児
一
時
金
の
支
給
総
額
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
42
万
円
を
維
持
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

４
千
円
引
き
下
が
っ
た
分
を
一
時

金
支
給
額
に
上
乗
せ
す
る
た
め
、

条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と
り

　

親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

保
険
医
療
機
関
で
療
養
の
給

付
を
受
け
る
場
合
の
被
保
険
者
資

格
の
確
認
に
つ
い
て
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
）

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が

導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
保
険
医

療
機
関
に
お
け
る
被
保
険
者
証
等

の
提
示
に
係
る
規
定
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。



令和３年 １２月定例議会号令和３年 １２月定例議会号

議会だより　129 号議会だより　129 号 ４

第４回定例会

・審議した議案③　

　

５

　

　・町長行政報告

第４回定例会

意
見
書

■
燃
油
等
の
価
格
高
騰
対
策
、

　

国
の
農
業
予
算
や
運
用
変
更
に

　

関
す
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
で
、
石
油
産
出
国
に
お
い
て

供
給
量
が
増
産
さ
れ
ず
、
需
給
バ

ラ
ン
ス
も
崩
れ
、
燃
油
価
格
が
高

騰
す
る
中
、
農
業
機
械
、
農
業
施

設
の
燃
料
や
農
業
資
材
等
も
価
格

上
昇
を
続
け
、
コ
ロ
ナ
禍
の
需
要

減
で
農
産
物
価
格
が
低
迷
し
て
お

り
、
生
産
者
の
農
業
経
営
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
規
就
農
者
育
成
総
合

対
策
事
業
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
全
額
国
費
負
担
か
ら
地
方
負

担
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

場
合
に
は
、
自
治
体
間
の
格
差
に

よ
り
十
分
な
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
就
農
者
も
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
農
業
の
持
続
的
発

展
を
図
る
た
め
、
燃
油
等
の
価
格

高
騰
対
策
と
新
規
就
農
者
育
成
総

合
対
策
事
業
の
全
額
国
費
負
担
を

強
く
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、

関
係
大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
地
球
温
暖
化
、
海
水
温
上
昇
に

　

伴
う
水
産
漁
業
被
害
の
解
明
と

　

支
援
策
を
求
め
る
意
見
書

　

北
海
道
内
に
お
い
て
は
、
サ
ケ
、

サ
ン
マ
等
が
減
少
し
、
地
球
温
暖

化
、
海
水
温
上
昇
の
原
因
究
明
が

急
務
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
は
漁
業
従
事
者
の
み
な
ら
ず
、

水
産
加
工
業
者
も
含
め
地
域
経
済

に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
地

域
の
衰
退
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
る
飲
食
店
で
の

消
費
減
退
に
伴
う
魚
価
安
が
、
水

産
業
者
の
不
安
を
増
殖
さ
せ
、
さ

ら
に
、
今
年
９
月
以
降
の
赤
潮
に

よ
り
ウ
ニ
、
秋
鮭
、
ぶ
り
、
ツ
ブ
、

シ
シ
ャ
モ
等
に
被
害
が
及
び
、
大

き
な
経
済
的
損
失
を
被
っ
て
い
る

状
況
で
す
。

　

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
水
産
漁
業

被
害
の
実
態
調
査
や
被
害
対
策
の

策
定
、
影
響
の
あ
っ
た
地
域
へ
の

経
済
支
援
と
い
っ
た
全
６
項
目
の

措
置
を
強
く
求
め
る
意
見
書
を
可

決
し
、
衆
参
両
院
議
長
及
び
関
係

大
臣
宛
に
提
出
し
ま
し
た
。

■
農
業
の
状
況

　

農
産
物
全
体
の
販
売
額
は
、
農

協
の
販
売
計
画
に
対
し
９
％
増
の

16
億
５
千
万
円
程
度
と
な
る
見
込

み
で
す
。

　

畜
産
関
係
で
は
、
平
均
乳
価
は

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
昨
年
を
下

回
り
ま
し
た
が
、
生
乳
生
産
で
は

当
初
の
目
標
を
超
え
る
、
５
万

■
林
業
の
状
況

　

町
有
林
に
つ
い
て
は
、
造
林
事

業
・
下
刈
事
業
な
ど
64
ヶ
箇
所
が

完
了
し
、
現
在
、
素
材
生
産
事
業

１
箇
所
、
除
間
伐
事
業
３
箇
所
を

実
施
し
て
お
り
、
国
の
補
助
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
、
継
続
的
な
森

林
資
源
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
民
有
林
に
つ
い
て
も
森

林
組
合
が
補
助
制
度
を
活
用
し
な

が
ら
、
造
林
事
業
・
下
刈
事
業
な

ど
４
５
０
箇
所
を
実
施
す
る
見
込

み
で
、
民
有
林
の
適
切
な
保
護
育

成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
商
工
業
の
状
況

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
全
町
共
通
商
品

券
発
行
事
業
で
は
、
秋
の
販
売
が

11
月
末
現
在
で
１
万
３
４
９
セ
ッ

ト
、
１
億
５
５
２
３
万
５
千
円
分

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
業
活
性
化
事
業
は
８
件
、

住
宅
建
設
促
進
事
業
は
増
改
築
25

件
、
ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
販
売
促
進

事
業
は
、
第
２
四
半
期
ま
で
で

１
８
０
本
分
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
る

宿
泊
事
業
者
へ
の
支
援
対
策
で
あ

る
、
宿
泊
業
活
性
化
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
３
８
８
０
名

の
利
用
で
、
１
２
４
１
万
円
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
事
業
所
に
お
け
る

従
業
員
の
人
材
確
保
・
育
成
対
策

で
あ
る
、
大
型
自
動
車
免
許
等
取

得
費
補
助
金
は
２
名
の
利
用
で
す
。

　

建
設
技
術
者
養
成
修
学
資
金
貸

付
は
現
在
１
名
の
利
用
で
、
11
月

ま
で
に
40
万
円
の
貸
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
ル
ー
ト
イ
ン
グ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

サ
ロ
マ
湖

　

去
る
11
月
30
日
、
道
内
ル
ー
ト

イ
ン
ホ
テ
ル
の
運
営
等
を
担
っ
て

い
る
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

の
社
長
が
来
庁
し
、
現
在
休
業
中

の
ル
ー
ト
イ
ン
グ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ロ
マ
湖
の
、
そ
の
後
の
経
過
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
、
再
開
に
つ
い

て
は
最
重
要
課
題
と
し
て
捉
え
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
い

た
折
り
に
は
、
一
番
に
協
議
を
行

う
べ
き
案
件
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
現
況
と
し
て
具
体
的

な
協
議
の
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ル
ー
ト
イ
ン
本
社
の
経

営
幹
部
に
は
、
本
町
か
ら
の
ホ
テ

ル
再
開
の
要
請
に
つ
い
て
改
め
て

伝
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今

後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
展
開

を
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

■
漁
業
の
状
況

　

当
初
計
画
９
千
ト
ン
で
始
ま
っ

た
外
海
ホ
タ
テ
漁
業
に
つ
い
て
は
、

最
長
12
月
20
日
ま
で
の
操
業
予
定

で
、
最
終
的
に
は
計
画
を
超
え
る

９
９
０
０
ト
ン
程
度
の
水
揚
げ
を

見
込
み
、
販
売
金
額
は
海
外
で
の

景
気
回
復
や
高
歩
留
ま
り
に
よ
り
、

平
均
単
価
が
１
８
０
円
に
な
る
な
ど

順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
の
新
た
な
変
異
株
発
生

に
伴
う
水
際
対
策
の
強
化
に
よ
り
、

外
国
人
の
入
国
が
停
止
さ
れ
、
技
能

実
習
生
の
確
保
も
困
難
と
な
る
中
、

労
働
力
不
足
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

１
１
２
３
ト
ン
の
見
込
み
で
す
。
し

か
し
、
全
国
的
な
増
産
と
生
乳
需

要
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
乳
製

品
の
在
庫
は
過
去
最
高
水
準
と
な

り
、
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

個
体
販
売
に
つ
い
て
は
、
生
産

主
力
で
あ
る
２
歳
か
ら
４
歳
の
雌

牛
頭
数
が
大
幅
に
増
加
し
、
例
年

の
府
県
で
の
暑
熱
ダ
メ
ー
ジ
に
よ

る
更
新
需
要
も
冷
夏
に
よ
り
低
下

し
た
こ
と
か
ら
、
初
妊
牛
の
相
場

が
下
落
し
、
初
生
ト
ク
に
つ
い
て

も
低
調
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

酪
農
畜
産
全
体
で
は
、
76
億
２
千

万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
、
農

業
販
売
額
全
体
で
は
、
当
初
計
画

に
対
し
２
・
９
％
下
回
る
92
億
７
千

万
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
す
。

先
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
す
。

　

養
殖
ホ
タ
テ
漁
業
は
、
生
産
計

画
数
量
１
７
０
０
ト
ン
に
対
し
、

１
６
１
０
ト
ン
程
度
の
見
込
み
で
、

キ
ロ
単
価
は
３
５
０
円
程
度
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

さ
け
定
置
網
漁
業
は
、
11
月
25
日

に
終
了
し
、
漁
獲
量
は
７
３
４
ト
ン

で
、
対
前
年
比
68
％
増
と
な
り
、

単
価
が
14
％
程
度
上
昇
し
た
こ
と

に
よ
り
、
漁
獲
額
は
５
億
３
１
０
０

万
円
と
、
対
前
年
比
83
％
増
の
水

揚
げ
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
佐
呂

間
漁
協
の
総
水
揚
げ
額
は
、
対
前

年
比
28
％
増
の
32
億
円
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

■
合
葬
墓
条
例
の
制
定

　

令
和
４
年
度
か
ら
供
用
開
始
と

な
る
、
新
設
し
た
合
葬
墓
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
、
使
用
資
格
や
使

用
料
等
に
関
し
て
規
定
し
て
い
ま

す
。

◎
合
葬
墓
条
例
の
制
定

【
質
問
】
墓
じ
ま
い
を
し
て
合
葬

墓
を
使
用
し
た
い
申
請
者
が
、
例

え
ば
施
設
に
入
所
し
て
い
る
お
年

寄
り
で
、
手
続
き
や
納
骨
に
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
や
、

遠
方
に
住
ん
で
い
る
場
合
、
第
三

者
（
石
材
店
、
知
り
合
い
等
）
が

代
理
人
と
し
て
手
続
き
や
納
骨
を

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
。

【
答
弁
】
申
請
に
必
要
な
書
類
で
、

申
請
者
の
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
等

の
内
容
で
、
納
骨
さ
れ
る
お
骨
と

の
関
係
や
親
族
に
関
す
る
内
容
、

使
用
資
格
が
あ
る
か
な
ど
を
事
前

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な

り
、
例
え
ば
第
三
者
で
も
、
申
請

者
か
ら
託
さ
れ
た
必
要
書
類
を
提

出
し
た
り
、
親
族
の
同
意
や
承
諾

書
を
得
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
代
理

人
と
し
て
手
続
き
す
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う

い
っ
た
場
合
は
、
事
前
に
担
当
者

に
相
談
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

申
請
者
の
意
向
に
沿
っ
た
良
い
形

で
取
り
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

 

議
案
質
疑
の
中
か
ら　
 

佐呂間墓地内に新設された合葬墓


